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ceままもtypeで従来の細網内陸紅分解されるものであ-濃 さ

進達度は ssでヲリンパ節病巣はみられなかったq病期

分類では MW油y法のⅢ期であった.術後は良好をこ経

過し,現在化学療法を施行璃-3である.

詔7)呼吸困難を旦-逢した璽部上縦隔鼻音弘管肺に
対し VC艶 が潜効 した73､児例
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岩音警 賢覧…漂悪 霊空 目 司 車駆 り

頚部上縦隔の経療により気管の著しい圧排像を示し

吸叢雛寺の陥没呼吸を伴-庸二5カ月の女磯例に対し 確定

診断のつかないまま神経原性臆病を疑って VC院を授

与したところ著明な症状U)経緯と腫癌の縮小を認めた

摘損Lた腫癌は組織学的に血管腫であVj悪性所見はなかVっ

㍗.

縦隔に発生する血管経は稀で治療法も稜 で々ある.今

回たまた禁VC登竜が著効Lたが,縦隔血管腫につき若

干の文献的考察を加え報祭日ノた.

28)神経芽腫 Sも鼠琵e貰V-S症例釣検討

奈喜 藷語潮 目 当望 楼駁 宗附属揃 う

一般に9小児腹部悪性固塑経慶卿巨で,神経芽睦は最

も予後不良であり,当艶 その治療には強力な化学療法

を主とする餐学的治療を要することが多も′､女Lかしや神

経芽経の中でも凱絶好だW-Sと分類き斬る 澱は,骨

醍,肝7皮膚-遠隔転移を有するに転的ぢ)ず㌢後は良好

で比較的軽度の治療により治癒することが多いや

当科で経験した St絶好醗軌-S症例は5例 (男児韻例J

管,いずれも転ケJ∃以内をごペ発症L,治療により全例生存

ti517

こて∴言.十 ∴＼蘭樟枠上三二L'里 ㍑州().川1(吊1∴

要衝は望例に生検を,3例に原発巣 (遍T3腎腫慶)の切除

を施行撃術後化学療法は1年以内の ぬmeS療法を行っ

た,

今回は,実際の症例を提示し 泰症の問題点につき検

宗達Lた.
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患者は,昭利鎚隼塊月別Fu描宥分娩にて男児とLノて潜

族歴聯妊娠経過をご鷹記すべきこと無しrtu離閥翌年5月盟を)

勘両側停留撃丸として当紬こ紹介され紅

両側小さな翠丸を鼠径管内に触紬 外性器は男性型で

あったが極めて儀鰍荻であった,

昭和62年鋸ほ9u染色体験鳳 末櫓血誹離礁げべて竣6I

XX.正常女性核型であった★

昭和6翌年H月27日染色体検査再検し 浸りgj細胞中8細

胞にY染色体を認めた廿後転夕XX〆穏6,XYモザイクで

め-)た.

尿道造影は完全に男性私 議E3腎症質かレモンァ性腺ホ

ルモンノなど糖に有為無し

昭和63年望則 紺 試験開腹.卵巣声子宮なし 鼠径部

の随感は亨肉眼的には左三撃丸 右:左に放し柔もかく

一段腎腫楓 迅速では左:教護し 右:多分寒丸との診断

も牽鋸ま卵巣撃丸の可能挽鮎考えられたが,摘除せず両

側襲丸園定衝を狩った,


